
【企業】
○ 自社でのオフセット
○ 森林保全への貢献

概 要

取組事項1（2-4）

道有林における森林由来クレジットの創出・販売

７

○国のJ-クレジット制度を活用して道有林におけるCO2吸収量をクレジット（道有林キキタ・グリーンクレジット）とし
て販売し、販売収入を創出地区の拡大に伴い増加する対象森林の維持等に活用するとともに、市町村への波
及に向けた取組を進めます。

区 分 民間企業との連携による創出
（創出クレジットは道と連携企業で分配）

道単独による創出
（創出クレジットは全て道が取得）

対象区域 全道の道有林（創出中の右記森林等を除く） 上川北部及び網走西部管理区 留萌管理区(初山別村)

対象面積 約23万6千ｈa 約2万６千ｈａ 約2千ha

対象期間 令和8年度～令和15年度 (8年間) 令和５年度～令和12年度 (８年間) 令和６年度～令和13年度 (８年間)

クレジット創出量
（見込み）

約202万t-CO2 (8年間) 約5８万t-CO2 (８年間) 約６千t-CO2 (８年間)

直近の
クレジット創出量

（令和9年度以降創出）
６０,４５８t-CO2 (令和6年度)
８６,９０６t-CO2 (令和7年度)

2,201t-CO2 (令和7年度)

販売状況 令和9年度以降 販売開始予定 販売中 販売中

道有林における創出

販売収入の活用

道内市町村等への
横展開

(ノウハウの普及など)

【販売】
クレジット

【北海道】
○ 道有林野の整備の推進
○ 創出の拡大・維持

○ 本道の森林整備の
推進と林業・木材産業
の振興

○ ゼロカーボン社会の
実現への貢献

資金循環
【資金】
販売収入

購入企業と連携したPR

【市町村等】○市町村有林等の創出・販売
○森林整備の推進

販売収入は、基金へ積み立て、
道有林の整備・保全などの事業に活用

アカエゾマツ林の間伐 路網の整備


